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【問題１】

建築用途 類似用途番号

① ホテル 類似用途番号 ３

② 公会堂 類似用途番号 １

③ 住宅 類似用途番号 ２

④ 店舗 類似用途番号 ４

【問題２】

（１）

①内部設備及び機器の機能・品質の確認を据付前に行う。

②流入及び放流管の方向や設置位置の確認を行う。

③クレーンなどの機械の配置は地盤の強度を確認して決定する。

（２）

①浄化槽の埋め戻しにあたって、本体の開口部から土砂が入らないよう蓋などで開口部を覆う。

②掘削土が良質でない場合は、良質土に置き換えて埋め戻す。

③浄化槽本体の周囲には不要な機器類は置かず、慎重に埋め戻す。

（３）

①点検時の作業を容易にするため。

②浮上防止のための下向きの作用をする役割を果たす。

（４）

①汚物や汚水が滞留するおそれがある。

②放流口と放流水路の水位差が適正に保たれなく。
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